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∬ １章目 スカートのなかの野獣

「おもらしなんかしちゃいけないの
に……。学校でわざとおもらししてるだ
なんて……っ」

しゅいいいいいいいいいいいい……。
ぽた、ぽたた……。

くぐもった鋭い水音が止まらない。
黒タイツに覆われている琴葉の大きい

お尻は、自らが漏らしているおしっこに
よってぐしょ濡れになっていた。

桃のような形をしたお尻から、おしっ
こが雫となって落ちていく。

「 は ぁ … … っ 、 は ぁ … … っ 、
はぁ……っ。おしっこ、止まらなくなっ
てる……！」

じゅもももももももももももも！
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午後はずっとおしっこを我慢してい
た。

鋭いアンモニア臭が放たれ、琴葉自身
を恥辱の泥沼へと引きずり込もうとして
いるようでもあった。

「気持ちいいの……、止まらなくなって
る……っ。はぁはぁ、はぁ、はぁはぁ
はぁ……っ」

しゅわわわわわわっ。
しゅわわわわわわわわわわっ。

琴葉は、真っ赤に染めたほっぺたを弛
緩させて、おしっこを漏らし続けてい
く。

きっと、ぱんつのなかでは頬と同じく
らいにおまたが赤く火照っているはず
だ。

「お尻、撫で撫でされてるみたいで……
はぁ、はぁぁ……おまたも、熱くなって
きて……ああぁ……」

じゅももももももももももも……。
もわっ、もわわ……っ。
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琴葉の股間から漂ってくるのは、甘
酸っぱくも生臭い少女の官能的な香り。

その香りは、黒タイツが食い込んでい
る股間が痙攣するたびに強くなっていく
ようだった。

「し、汁が……」

もわっ、もわわっ。

黒タイツから、トロッとした蜜が滲み
出してきている。

それは琴葉が性的に興奮しているなに
よりもの証だった。

琴葉は、おもらしで感じる身体になっ
ていたのだ。

「おまた、熱くて……緩む……ううっ」

じゅもももももももももももも……。

熱く火照ったおまたからの失禁が止ま
らなくなっていた。
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もはや琴葉が穿いているショーツも、
黒タイツの股間からお尻にかけてぐしょ
濡れになっていた。

濡れているのはおしっこのせいだけで
はない。

琴葉のクレヴァスは熱くほどけてパッ
クリと割れ、熱いハチミツを垂らしてい
る。

「学校なのに、ぱんつを汚してしまうな
んて。えっちなこと、したらいけないの
に、我慢、できない……」

しゅいいいいいいいいいいい……。

琴葉の股間から滲み出してくるのは、
ネットリとした湿度を帯びた淫汁。

黒タイツに覆われているお尻は、愛液
に濡れて淫靡な艶をまとっている。

やがて、おしっこの勢いも落ち着いて
きて――、

「はぁはぁ、はぁはぁ……んんっ！」
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プルルッ！
ぷっっっしゃあぁぁぁぁぁ……！

琴葉は小さく身震いをすると、仕上げ
といわんばかりに勢いよくおしっこを噴
き出す。

それっきり、琴葉のおもらしは唐突に
終わった。

だけど熱くなった股間からは、止めど
なく愛液が滲み出してきている。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

キュンッ！ キュンッ！ キュンッ！

黒タイツとクロッチが食い込んでいる
縦筋が蠱惑的に痙攣すると、男を求める
かのようにヨダレを垂らす。

琴葉のお尻は愛液でヌルヌルになり、
甘酸っぱくも生臭い少女の香りを漂わせ
ていた。

「ぱんつ、お尻のほうまでぐしょ濡れに
なってる……あはっ」
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既刊 紹介CG
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